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一 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

※
問
題
文
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
社
に
無
断
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。 

  

お
試
し
だ
と
思
っ
て
契
約
し
た
ら
定
期
購
入
だ
っ
た
。
契
約
の
解
約
が
し
づ
ら
い
。
消
費
者
庁
を
担
当
し
て
い
る
と
ネ
ッ
ト
上
の
様
々
な
消
費
者
問
題
が
耳

に
入
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
が
、
「
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
」
と
い
う
言
葉
に
出
合
う
こ
と
で
一
つ
に
つ
な
が
っ
た
。 

 

ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
と
は
、
消
費
者
を
（
ア
）
焦
ら
せ
た
り
、
惑
わ
せ
た
り
し
て
、
消
費
者
に
①
サ
イ
ゼ
ン
と
は
い
え
な
い
選
択
を
さ
せ
る
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン

の
こ
と
を
言
う
。
２
０
１
０
年
に
英
国
の
研
究
者
が
②
メ
イ
メ
イ
し
た
。 

 

こ
の
言
葉
を
知
っ
た
の
は
昨
年
夏
。
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
を
調
べ
る
文
京
学
院
大
学
の
学
生
た
ち
を
取
材
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
学
生
た
ち
が
こ
の
言
葉
を
知
っ

た
の
も
昨
年
で
、
問
題
が
あ
る
と
は
思
わ
ず
接
し
て
き
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
の
広
が
り
を
調
査
し
、（
イ
）
閲
覧
し
た
国
内
の
通
販
サ
イ

ト
の
約
８
割
で
見
つ
け
た
。 

 

消
費
者
庁
が
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
た
意
識
調
査
で
は
、
ネ
ッ
ト
で
購
入
や
予
約
を
し
た
３
３
１
１
人
の
う
ち
、
「
残
り
わ
ず
か
」
「
〇
人
が
閲
覧
中
」

と
い
う
表
示
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
７
割
以
上
い
た
。
割
引
な
ど
の
有
効
期
限
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
は
６
割
、「
解
約
方
法
が
分
か
り
に
く
い
」
は

５
割
以
上
だ
っ
た
。 

 

ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
に
は
、
メ
ル
マ
ガ
の
配
信
希
望
に
あ
ら
か
じ
め
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
る
、（
Ａ
）
二
重
否
定
な
ど
言
葉
遣
い
が
分
か
り
づ
ら
い
と
い
っ
た

も
の
も
含
ま
れ
る
。
事
業
者
に
と
っ
て
も
だ
ま
す
つ
も
り
で
は
な
く
、
通
常
の
（
Ｂ
）
商
慣
行
と
と
ら
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
概

念
を
知
る
こ
と
で
、
私
自
身
、
い
ま
ま
で
無
自
覚
に
受
け
入
れ
て
い
た
も
の
が
③
イ
ワ
感
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

言
葉
を
知
っ
た
上
で
ど
う
注
意
し
た
ら
い
い
の
か
。 

 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
防
止
を
テ
ー
マ
に
心
理
学
者
に
話
を
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
者
の
９
割
以
上
は
手
口
を
知
っ
て
い
た
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
タ
イ
ム
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
考
え
る
余
裕
が
な
い
状
態
に
（
ウ
）
陥
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ら
さ
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
１
人
で
操
作
す
る
こ
と
が
多
い
。
早
く
予
約
し
た
い
。
今
す
ぐ
買
い
た
い
。
そ
う
い
う
焦
り
が
あ
れ
ば
、
様
々
な
手
口
を
受
け
入
れ
て

し
ま
い
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
日
ご
ろ
か
ら
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
に
敏
感
に
な
る
こ
と
が
、
消
費
者
と
し
て
の
自
分
を
④
キ
タ
え
る
第
一
歩
だ
と
感
じ
て
い
る
。 

 

欧
米
で
は
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
を
⑤
キ
セ
イ
す
る
法
律
が
で
き
る
な
ど
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
、
国
、
事
業
者
、
消
費
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
議
論
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

（
寺
田
実
穂
子
「
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
」
、
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
三
年
六
月
二
七
日
夕
刊
に
よ
る
） 

承
認
番
号
（
２
６-

０
５
２
１
）  

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 
 

サ
イ
ゼ
ン 

 
 

② 

メ
イ
メ
イ 

 
 

③ 

イ
ワ 

 
 

④ 

キ
タ
（
え
る
） 

 
 

⑤ 

キ
セ
イ 

（
ア
） 

焦
（
ら
せ
） 

 
 

（
イ
） 

閲
覧 

 
 

（
ウ
） 

陥
（
ら
さ
） 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  
 

（
Ａ
） 

二
重
否
定 

 
 

（
Ｂ
） 

商
慣
行 

 

設
問
三 

本
文
を
も
と
に
ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
の
問
題
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。
空
欄
（
１
）
～
（
４
）
に
は
適
切
な
言
葉
を
、
空
欄
（
５
）
～
（
７
） 

に
は
適
切
な
数
字
を
入
れ
な
さ
い
。 
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ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
の
問
題 

 

・
国
内
通
販
サ
イ
ト
の
約
８
割
に
存
在 

 
 

 
 

 

（
出
典
・ 

 
 

 

（
１
） 

 
 

 
 

に
よ
る
） 

・
問
題
の
あ
る
表
示
を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
の
割
合 

焦
ら
せ
る
表
示
の
例
（
早
く
購
入
・
予
約
等
を
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
思
わ
せ
る
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
２
） 

 
 

 
 

…
…
… 

７ 

割
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

閲
覧
者
数
が
多
数
だ
と
表
示 

 

…
…
…
（
５
）
割
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

（
３
） 

 
 

 
 

…
…
…
（
６
）
割 

 
 

 
 

 
 

 

惑
わ
せ
る
表
示
の
例
（
説
明
が
わ
か
り
づ
ら
い
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

（
４
） 

 
 

 
 

…
…
…
（
７
）
割
以
上 

 設
問
四 

ダ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
の
解
決
に
向
け
て
、
本
文
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
・
対
策
が
必
要
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
。
本
文
の
内
容
を
も
と
に
、 

以
下
の
空
欄
ａ
・
ｂ
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解
決
に
向
け
た
方
策
の
例 

 
 

 
 

 

国 

…
…
…
…
… 

 
 

 
 

 
 

 

ａ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

事
業
者 

…
…
… 

通
常
の
商
慣
行
と
捉
え
て
い
た
も
の
を
見
直
す 

 
 

 
 

 

消
費
者 

…
…
… 

 
 

 
 

 
 

 

ｂ 
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二 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
リ
ー
ド
文
と
は
、
新
聞
記
事
で
本
文
に
入
る
前
の
、
概
略
紹
介
の
文
章
で
あ
る
。 

 

（
リ
ー
ド
文
）
出
産
時
の
痛
み
を
薬
で
抑
え
る
無
痛
分
娩
の
利
用
が
増
え
て
い
る
。
麻
酔
薬
に
よ
る
ま
れ
な
合
併
症
を
防
ぐ
た
め
、
対
応
す
る
病
院
で
は
薬
の

投
与
法
を
工
夫
し
、
訓
練
な
ど
を
し
て
備
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
情
報
公
開
や
麻
酔
科
医
の
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
納
得
し
て
出
産
す
る
病
院
を
探
せ
る
シ

ス
テ
ム
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。 

  

「
薬
を
少
し
ず
つ
分
け
て
投
与
す
る
こ
と
で
、
万
が
一
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
ら
れ
ま
す
」
。
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
川
越
市
）
で
は
、

無
痛
分
娩
を
検
討
す
る
妊
婦
へ
の
①
ジ
ゼ
ン
説
明
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
帝
王
切
開
な
ど
を
除
く
経け

い

膣ち
つ

分
娩
の
約
４
割
を
無
痛
分
娩
が
占
め

る
。 無

痛
分
娩
で
は
背
中
か
ら
入
れ
た
管
か
ら
（
ア
）
脊
髄
周
辺
に
麻
酔
を
入
れ
る
の
が
一
般
的
だ
。
痛
み
が
軽
く
な
り
、
通
常
の
分
娩
よ
り
も
体
力
や
気
力
を

温
存
し
や
す
い
と
い
わ
れ
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
が
２
０
２
２
年
に
実
施
し
た
妊
婦
な
ど
へ
の
調
査
で
は
、
無
痛
分
娩
を
選
ん
だ
理
由
に
８
割
の
人
が
「
産
後
の
体

力
を
温
存
し
た
い
」
や
「
痛
い
の
が
苦
手
」
を
挙
げ
た
。 

 

厚
生
労
働
省
が
20
年
に
初
め
て
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
全
分
娩
に
占
め
る
無
痛
分
娩
の
割
合
は
８
・
６
％
だ
っ
た
。
日
本
産
婦
人
科
医
会
の
16
年
度
調

査
の
６
・
１
％
か
ら
増
え
た
。
現
場
の
医
師
は
「
今
も
増
え
続
け
て
い
る
実
感
が
あ
る
」
と
い
う
。 

 

厚
労
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
病
院
や
診
療
所
の
26
％
に
あ
た
る
約
５
０
０
施
設
が
実
施
し
て
い
る
。
費
用
は
通
常
の
出
産
に
比
べ
て
10
万
～
15
万

円
ほ
ど
多
く
か
か
る
例
が
多
い
。 

 

無
痛
分
娩
に
は
計
画
無
痛
分
娩
と
自
然
無
痛
分
娩
が
あ
る
。
前
者
は
出
産
予
定
日
に
薬
で
陣
痛
を
起
こ
す
。
計
画
的
に
進
む
が
、
予
定
日
よ
り
前
に
陣
痛
が

来
た
場
合
に
は
人
手
を
準
備
で
き
ず
無
痛
分
娩
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
後
者
は
薬
を
使
わ
ず
陣
痛
が
自
然
に
来
る
の
を
待
つ
。
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
体

制
が
い
る
た
め
、
手
掛
け
る
病
院
が
限
ら
れ
る
。 

 

妊
婦
が
注
目
す
る
の
は
安
全
性
だ
。
リ
ク
ル
ー
ト
の
調
査
に
よ
る
と
、
無
痛
分
娩
を
選
ぶ
時
に
（
Ａ
）
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
た
こ
と
と
し
て
35
％
が
「
麻
酔
へ
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の
心
配
」
、
28
％
が
「
医
療
事
故
な
ど
へ
の
不
安
」
を
挙
げ
た
。
過
去
に
無
痛
分
娩
に
伴
う
死
亡
な
ど
の
重
大
事
故
が
起
き
、
社
会
的
な
注
目
度
が
高
ま
っ
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。 

 

実
際
の
②
ト
ウ
ケ
イ
を
み
る
と
、
妊
婦
の
死
亡
率
は
自
然
分
娩
と
同
等
で
、
特
に
リ
ス
ク
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
ま
れ
に
無
痛
分
娩
な
ら
で
は
の

対
応
も
い
る
。
け
い
れ
ん
な
ど
の
（
イ
）
重
篤
な
合
併
症
は
１
万
人
に
数
人
の
頻
度
で
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
照
井
克
生

院
長
補
佐
は
「
麻
酔
科
医
が
関
わ
る
病
院
な
ら
こ
う
し
た
合
併
症
に
対
応
し
や
す
い
」
と
話
す
。
手
掛
け
る
病
院
の
中
に
は
、
想
定
し
た
訓
練
を
定
期
的
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

 

麻
酔
薬
の
投
与
法
も
重
要
だ
。
体
に
入
れ
た
管
が
血
管
や
硬
膜
の
内
側
に
誤
っ
て
入
っ
た
際
に
麻
酔
薬
が
多
量
に
投
与
さ
れ
る
と
、
け
い
れ
ん
や
呼
吸
停
止

の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
そ
こ
で
少
量
ず
つ
麻
酔
薬
を
入
れ
る
投
与
法
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
薬
が
誤
っ
た
位
置
に
入
っ
て
も
「
味
覚
が
お
か
し
い
」「
足

が
動
か
せ
な
い
」
と
い
っ
た
初
期
症
状
の
段
階
で
投
与
を
中
止
し
や
す
く
な
る
。 

 

病
院
を
探
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
進
む
。
日
本
産
婦
人
科
医
会
な
ど
で
つ
く
る
「
無
痛
分
娩
関
係
学
会
・
団
体
連
絡
協
議
会
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ａ
）
」
は
無
痛

分
娩
を
③
テ
イ
キ
ョ
ウ
す
る
全
国
約
３
０
０
の
医
療
機
関
の
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。
麻
酔
科
医
の
（
ウ
）
有
無
や
母
子
の
急
変
時
の
体
制
な
ど
の

情
報
が
あ
り
、
重
篤
な
合
併
症
な
ど
を
想
定
し
た
訓
練
の
「
危
機
対
応
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
て
い
る
か
も
調
べ
ら
れ
る
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ａ
の
海
野
信
也
総
会
議
長
は
「
医
療
機
関
が
急
変
に
備
え
た
体
制
を
ど
れ
だ
け
取
れ
て
い
る
か
が
安
全
を
確
保
す
る
上
で
重
要
だ
」
と
話
す
。 

 
 

 

◇ 
 

 

◇ 
 

 

◇ 

 

無
痛
分
娩
で
重
要
な
役
割
を
担
う
麻
酔
科
医
の
不
足
が
④
ケ
ネ
ン
さ
れ
て
い
る
。
日
本
病
院
会
に
よ
る
主
に
病
院
を
対
象
に
し
た
18
年
の
調
査
で
は
「
麻
酔

科
の
勤
務
医
が
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う
⑤
カ
イ
ト
ウ
が
42
％
あ
り
、
診
療
科
で
最
も
高
か
っ
た
。 

 

大
阪
大
学
医
学
部
付
属
病
院
は
４
月
か
ら
、
医
療
上
必
要
の
あ
る
妊
婦
を
除
い
て
無
痛
分
娩
を
中
止
し
た
。
も
と
も
と
麻
酔
科
医
不
足
の
上
に
無
痛
分
娩
以

外
の
業
務
も
増
え
、
24
時
間
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
体
制
を
と
る
の
が
難
し
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
。 

 

阪
大
病
院
の
木
村
正
・
病
院
長
補
佐
に
よ
る
と
、
無
痛
分
娩
の
実
施
割
合
が
日
本
よ
り
高
い
英
国
で
は
、
人
口
あ
た
り
の
分
娩
施
設
が
少
な
い
た
め
、
麻
酔

科
医
や
助
産
師
を
（
Ｂ
）
集
約
し
て
効
率
的
に
運
用
で
き
て
い
る
と
い
う
。 
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（
尾
崎
達
也
「
無
痛
分
娩
、
急
変
対
策
で
病
院
選
び
」
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
三
年
九
月
二
日
に
よ
る
） 

利
用
許
諾
番
号
（
０
０
２
１
５
５
）  

 

設
問
一 

傍
線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
、（
ア
）
～
（
ウ
）
の
漢
字
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。（
送
り
が
な
を
記
す
必
要
は
な
い
。
） 

 

① 

ジ
ゼ
ン 

 
 

② 
ト
ウ
ケ
イ 

 
 

③ 

テ
イ
キ
ョ
ウ 

 
 

④ 

ケ
ネ
ン 

 
 

⑤ 

カ
イ
ト
ウ 

（
ア
） 

脊
髄 

 
 

（
イ
） 
重
篤 

 
 

（
ウ
） 

有
無 

 

設
問
二 

傍
線
部
（
Ａ
）
（
Ｂ
）
の
言
葉
の
意
味
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。 

  
 

（
Ａ
） 

ハ
ー
ド
ル
に
な
（
る
） 
 

 

（
Ｂ
） 
集
約
（
す
る
） 

 

設
問
三 

本
文
の
記
述
を
も
と
に
、
無
痛
分
娩
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。
（
１
）
・
（
３
）
に
適
切
な
言
葉
を
、
（
２
）
に
は
適
切
な
数
字
を
入
れ
な
さ
い
。 

 
 

 

ま
た
、
（
４
）
～
（
８
）
に
は
左
記
の
文
章
群
の
中
か
ら
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
を
記
し
な
さ
い
。
た
だ
し
（
４
）
と
（
５
）
、
（
６
）
か
ら 

（
８
）
は
、
順
序
を
問
わ
な
い
。 

 

無
痛
分
娩
の
利
用
増
加 

 
 

 
 

実
例 

全
分
娩
中
の
無
痛
分
娩
の
割
合
…
…
…
…
…
…
…
８
・
６
％ 

 

（ 
 

 
 

 

（
１
） 

 
 

 
 

 

に
よ
る
） 
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経
膣
分
娩
中
の
無
痛
分
娩
の
割
合
…
…
…
…
約 

（
２
） 

％ 

（ 
 

 
 

 

（
３
） 

 
 

 
 

 

の
場
合
） 

 
無
痛
分
娩
の
利
点
と
注
意
点 

 
 

 
 

 

利
点
…
…
…
…
（
４
）
（
５
） 

 
 

 
 

 

注
意
点
…
…
…
（
６
）
（
７
）
（
８
） 

 

 

㋐
痛
み
の
程
度
を
軽
減 

 
 

㋑
テ
イ
キ
ョ
ウ
し
う
る
病
院
が
限
定
さ
れ
る 

 
 

㋒
通
常
の
分
娩
に
比
べ
妊
婦
の
死
亡
率
が
高
い 

 

㋓
出
産
予
定
目
前
で
も
対
応
可
能 

 
 

㋔
重
篤
な
合
併
症
が
ま
れ
に
起
こ
り
う
る 

 

㋕
通
常
の
分
娩
に
比
べ
出
産
費
用
が
か
か
る 

 
 

㋖
産
後
に
体
力
・
気
力
を
温
存
し
や
す
い 

 設
問
四 

本
文
を
も
と
に
、
無
痛
分
娩
と
麻
酔
科
医
に
つ
い
て
ま
と
め
た
以
下
の
文
章
の
空
欄
ａ
・
ｂ
に
、
本
文
中
か
ら
字
数
に
あ
う
適
切
な
文
言
を
抜
き
出 

し
て
記
し
な
さ
い
。
な
お
句
読
点
も
一
字
と
数
え
る
。
ま
た
設
問
に
関
わ
る
カ
ッ
コ
や
記
号
は
含
ま
な
い
。 

 

無
痛
分
娩
で
は
麻
酔
科
医
が
重
要
な
役
割
を
果
す
。
ま
れ
に
起
き
る
け
い
れ
ん
な
ど
は
、
誤
っ
て
入
れ
た
管
か
ら
多
量
の
麻
酔
薬
が
投
与
さ
れ
た
り 

す
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
、
投
与
法
や 

 
 

 

ａ
（

１３
字
） 

 
 

 

す
る
と
い
っ
た
判
断
も
大
切
に
な
る
。
し
か
し
、
２
０
１
８
年
の
日
本 

病
院
会
に
よ
る
調
査
で
は
、
診
療
科
中
で
「
不
足
」
の
割
合
が
最
も
高
く
、
４
割
を
超
え
る
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
阪
大
病
院
で
も
、 

無
痛
分
娩
の
制
限
に
ふ
み
き
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
打
開
の
参
考
例
と
し
て
、
記
事
で
は
英
国
で
の 

 
 

 
 

 

ｂ
（

１９
字
） 

 
 

 
 

 

し
て
い
る
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 


